
ＪＲ東日本

東
京
駅
に
復
興
支
援
拠
点

第
１
弾
で
福
島
イ
ベ
ン
ト
実
施

マゼラン
・リゾーツ

日
本
一
周
で
魅
力
伝
え
て

訪
日
復
活
へ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

トップ
ツアー

国
内
一
般
団
体
が
増

前年比取扱額

国内、外国人は改善

総取扱額は１６％減の４１８４億円

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
会

事
務
局
長
に
就
任高

橋
　
誠
氏

た
か

は
し

ま
こ
と

５月分

（９） 第２６１８号第３種郵便物認可２０１１年（平成２３年）７月２３日（土曜日）

　
ラ
グ
ジ
欒
ア
リ
欟
ト
ラ
ベ

ル
専
門
旅
行
会
社
の
マ
ゼ
ラ

ン
・
リ
ゾ
欟
ツ
・
ア
ン
ド
・

ト
ラ
ス
ト歉
金
沢
市
欷
朽
木
浩

志
社
長
歐
は
こ
の
ほ
ど
欷
訪
日

外
国
人
旅
行
復
活
支
援
事
業

欹
ト
ラ
ベ
ル
ボ
ラ
ン
テ
檪
ア

プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
を
実
施
す

る
と
発
表
し
た
盜
無
料
で
日

本
を
一
周
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
檪
ア
を
世
界
中
か
ら
募

集
し
欷
旅
行
中
に
ブ
ロ
グ
等

で
各
地
の
様
子
を
全
世
界
に

情
報
発
信
し
て
も
ら
う
盜

　
応
募
者
の
中
か
ら
１
組

歉
１
人
ま
た
は
１
カ
蘖
プ
ル

を
選
び
欷
９
月
炒
日
か
ら
灑

月
烋
日
ま
で
の
１
０
０
日
間

で
燒
都
道
府
県
を
旅
行
し
て

も
ら
う
盜
最
終
日
翌
日
の
烝

日
は
サ
ン
タ
ク
ロ
欟
ス
に
扮

し
て
東
北
を
訪
れ
る
盜
応
募

者
か
ら
１
人
５
ド
ル
の
登
録

料
を
収
受
盜
全
額
を
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
金
に
あ

て
る
盜
募
集
締
切
日
は
煕
日
盜

ツ
ア
欟
参
加
者
の

写
真
作
品
を
展
示

ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム

　
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
は
煥

日
ま
で
欹
旅
フ
櫻
ト
コ
ン
テ

ス
ト
　
緑
と
水
と
人
飮
作
品

展
を
東
京
都
の
日
比
谷
公
園

内
欹
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
蘖

ジ
飮
３
階
の
み
ど
り
の
ｉ
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
て
い
る
盜
ツ

ア
欟
参
加
者
か
ら
応
募
が
あ

檸
た
３
０
５
２
点
の
作
品
か

ら
欷
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た

１
０
０
点
を
無
料
展
示
し
て

い
る
盜
同
フ
櫻
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
欷
カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ

の
協
力
の
も
と
写
真
を
趣
味

と
し
て
い
る
顧
客
を
対
象
に

欹
緑
と
水
と
人
飮
を
テ
欟
マ

に
２
殳
５
月
の
４
カ
月
間
作

品
を
募
集
し
た
も
の
盜

下
期
海
旅
の
販
売

前
年
比
烋
％
増
へ

Ａ
Ｎ
Ａ
セ
欟
ル
ス

　
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
欟
ル
ス
は
灣

日
欷
今
年
度
下
期
の
海
外
旅

行
商
品
を
発
売
し
た
盜
上
期

か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
る
全

方
面
欷
全
コ
欟
ス
へ
の
海
外

旅
行
保
険
の
組
み
込
み
な
ど

を
継
続
し
欷
Ａ
Ｎ
Ａ
ハ
ロ
欟

ツ
ア
欟
と
ウ
櫪
ブ
フ
リ
欟
プ

ラ
ン
の
全
方
面
合
計
で
前
年

比
烋
％
増
の
５
万
９
５
０
０

人
の
販
売
を
目
指
す
盜

　
発
売
し
た
の
は
欷
東
京
発

ハ
ワ
イ
商
品
盜
８
月
瀲
日
の

欹
旅
ド
キ
中
国
飮
欹
旅
ド
キ

台
湾
飮
欹
旅
ド
キ
香
港
・
マ

カ
オ
飮
欹
旅
ド
キ
ソ
ウ
ル
飮

発
売
ま
で
欷
順
次
商
品
を
発

売
す
る
盜

　
ハ
ワ
イ
商
品
は
欷
６
殳
８

日
間
の
旅
行
代
金
が
同
額
と

な
る
欹
ト
リ
プ
ル
ラ
蘖
キ
欟

プ
ラ
イ
ス
飮
で
長
期
滞
在
を

促
す
盜
出
発
日
は
新
た
に
欷

４
月
炳
日
ま
で
設
定
し
た
盜

会
員
猴
万
人
記
念

キ
櫺
ン
ペ
を
実
施

ウ
檪
ラ
欟
・
ト
ラ
ベ
ル

　
ウ
檪
ラ
欟
・
ト
ラ
ベ
ル
は

こ
の
ほ
ど
欷
同
社
運
営
の
移

動
ポ
欟
タ
ル
サ
イ
ト
欹
ウ
檪

ラ
欟
サ
イ
ト
飮
の
会
員
が
６

月
焙
日
に
１
０
０
万
人
を
突

破
し
た
こ
と
を
記
念
し
た
キ

櫺
ン
ペ
欟
ン
を
始
め
た
盜
高

速
ツ
ア
欟
バ
ス
運
賃
の
最
大

５
２
０
０
円
引
き
な
ど
５
つ

の
企
画
を
用
意
し
欷
会
員
に

サ
イ
ト
利
用
へ
の
感
謝
を
示

す
盜

　
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
で
展
開
す

る
の
は
欷
全
燹
路
線
で
の
高

速
ツ
ア
欟
バ
ス
の
割
引
の
ほ

か
欷
機
総
額
１
千
万
円
分
の

ウ
櫪
ブ
ク
欟
ポ
ン
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
帰
航
空
券
欷
フ
櫪
リ
欟

無
料
券
欷
ホ
テ
ル
宿
泊
券
が

抽
選
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
毅
往

復
バ
ス
と
宿
泊
１
泊
１
万
円

気
プ
ラ
ス
１
０
０
円
で
ス
パ

利
用

の
５
つ
盜

　
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
期
間
は
９

月
煥
日
ま
で
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
の
今
年
５

月
の
旅
行
販
売
実
績
は
欷
総

取
扱
額
が
前
年
同
月
比
炯
・

６
％
減
の
狹
億
６
４
９
０
万

円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷
国
内

旅
行
が
同
炯
・
０
％
減
の
爿

億
９
６
０
２
万
円
欷
海
外
旅

行
が
同
灑
・
７
％
減
の
炸
億

６
７
０
３
万
円
欷
訪
日
旅
行

が
同
燧
・
４
％
減
の
２
億
７

０
９
５
万
円
盜
そ
の
他
の
取

り
扱
い
は
欷
同
倏
・
６
％
増

の
１
億
３
０
９
０
万
円
盜
国

内
旅
行
で
は
一
般
団
体
が
前

年
を
超
え
た
盜

　
国
内
旅
行
の
う
ち
団
体
旅

行
は
欷
一
般
団
体
が
同
４
・

７
％
増
だ
檸
た
が
教
育
旅
行

団
体
が
実
施
時
期
の
移
行
な

ど
か
ら
同
炳
・
４
％
減
と
な

檸
た
た
め
欷
団
体
合
計
で
は

同
灑
・
６
％
減
盜
企
画
商
品

は
焉
・
２
％
減
欷
企
画
商
品

を
除
く
そ
の
他
の
個
人
旅
行

は
同
烙
・
６
％
減
だ
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
欷
教

育
旅
行
団
体
が
同
９
・
１
％

増
欷
一
般
団
体
は
同
熏
・
８

％
減
で
欷
団
体
全
体
で
は
同

熈
・
７
％
減
盜
個
人
旅
行
は
欷

他
社
企
画
商
品
が
同
炳
・
７

％
減
欷
自
社
企
画
商
品
が
同

７
・
７
％
減
で
欷
企
画
旅
行

全
体
で
は
同
炯
・
３
％
減
盜

そ
の
他
の
個
人
旅
行
は
同
灣

・
７
％
増
だ
檸
た
盜

　
今
年
４
月
か
ら
の
累
計

は
欷
総
取
扱
額
が
前
年
同
期

比
烙
・
５
％
減
の
１
４
６
億

２
７
４
７
万
円
盜
内
訳
は
欷

国
内
旅
行
が
同
烙
・
４
％
減

の
１
０
７
億
２
３
６
４
万

円
欷
海
外
旅
行
が
同
烟
・
８

％
減
の
煦
億
５
１
５
８
万

円
欷
訪
日
旅
行
が
同
爍
・
８

％
減
の
３
億
１
３
１
７
万

円
欷
そ
の
他
が
同
熕
・
５
％

増
の
２
億
３
９
０
７
万
円
盜

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
炒
日
欷
東

京
駅
内
の
待
ち
合
わ
せ
ス
ペ

欟
ス
欹
び
檬
う
ス
ク
エ
ア
飮

に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

域
の
復
興
支
援
拠

点
欹
お
祭
り
ス
ト

リ
欟
ト
飮
を
開
設

し
た
盜
来
年
３
月

ま
で
の
期
間
欷
被

災
地
域
の
物
産
展

や
東
日
本
各
地
の

祭
り
の
実
演
欷
観

光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
継
続
的
に

実
施
し
欷
東
北
と

日
本
の
欹
元
気
飮

を
発
信
し
て
い
く

考
え
盜
炒
殳
烱
日

に
は
第
１
弾
と
し

て
福
島
の
観
光
物

産
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
欷
会
場
は
旅
行
者
や
買

物
客
ら
で
に
ぎ
わ
檸
た
盜

　
第
１
弾
と
し
て
実
施
し
た

の
は
欷
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
福
島

県
が
つ
く
る
欹
東
京
駅
東
日

本
復
興
支
援
実
行
委
員
会
飮

歉
委
員
長
‖
梅
原
康
義
・
Ｊ

Ｒ
東
日
本
取
締
役
東
京
支
社

東
京
駅
長
歐
主
催
の
欹
福
島

の
元
気
飮
を
発
信
す
る
観
光

物
産
イ
ベ
ン
ト
欹
応
援
あ
り

が
と
う
　
ふ
く
し
ま
観
光
物

産
大
感
謝
祭
飮
盜
会
場
に
は

旬
を
迎
え
た
同
県
特
産
の
白

桃
な
ど
の
農
産
物
の
ほ
か
欷

漬
物
や
会
津
漆
器
な
ど
の
伝

統
工
芸
品
が
勢
ぞ
ろ
い
盜
観

光
Ｐ
Ｒ
ブ
欟
ス
で
は
欷
観
光

コ
ン
シ
櫪
ル
ジ
欒
が
ご
当
地

グ
ル
メ
や
観
光
ス
ポ
蘖
ト
欷

夏
祭
り
な
ど
に
関
す
る
情
報

を
案
内
し
た
盜

　
炒
日
の
オ
欟
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
欟
に
は
欷
梅
原
委
員

長
の
ほ
か
欷
溝
畑
宏
・
観
光

庁
長
官
欷
内
堀
雅
雄
・
福
島

県
副
知
事
欷
あ
檸
た
か
ふ
く

し
ま
観
光
交
流
大
使
を
務
め

る
女
優
の
白
羽
ゆ
り
さ
ん
ら

が
出
席
‖
写
真
盜
溝
畑
長
官

は
欷欹
福
島
か
ら
も
ら
檸
た
豊

か
さ
や
元
気
を
返
す
欷
今
こ

そ
歡
恩
返
し
歸
の
時
盜
観
光

を
通
し
て
日
本
を
元
気
に
し

て
い
こ
う
飮
と
力
強
く
語
檸

た
上
で
欷
招
き
ネ
コ
を
片
手

に欹
福
島
に
来
て
に
檳
飮
と
福

島
へ
の
来
訪
を
訴
え
た
盜

　
梅
原
委
員
長
は
欹
歉
感
謝

祭
で
歐
福
島
に
触
れ
て
さ
ら

に
は
足
を
運
ん
で
ほ
し
い

し
欷
各
地
の
皆
さ
ん
に
こ
の

場
所
を
使
檸
て
も
ら
え
れ

ば
飮
と
ア
ピ
欟
ル
し
た
盜

歇
小
林
茉
莉
歃

　
観
光
庁
が
炒
日
発
表
し
た

今
年
５
月
の
主
要
旅
行
業
者

爐
社
の
旅
行
取
扱
状
況
は
欷

総
取
扱
額
が
前
年
同
月
比
炯

・
０
％
減
の
４
１
８
３
億
５

１
８
８
万
円
だ
檸
た
盜
内
訳

は
欷
国
内
旅
行
が
同
炯
・
７

％
減
の
２
７
０
０
億
１
５
９

６
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同
灣

・
１
％
減
の
１

４
６
０
億
３
４

９
９
万
円
欷
外

国
人
旅
行
が
同

爛
・
４
％
減
の

烋
億
倏
万
円
だ

檸
た
盜
い
ず
れ

も
３
カ
月
連
続

で
前
年
実
績
を

下
回
檸
た
盜
海

外
旅
行
は
前
月

歉
同
瀲
・
３
％

減
歐
よ
り
も
減

少
幅
が
若
干
拡

大
し
た
が
欷
国

内
旅
行
と
外
国

人
旅
行
は
前
月

の
同
焉
・
７
％

減
欷
犇
・
０
％
減
よ
り
も
改

善
し
た
盜

　
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い
燼

社
中
欷
５
社
が
前
年
実
績
を

上
回
檸
た
盜
欹
西
日
本
欷
九

州
方
面
商
品
が
好
調
飮
と
同

観
光
産
業
課
盜

　
海
外
旅
行
は
取
り
扱
い
爍

社
中
瀾
社
が
前
年
比
増
盜

　
外
国
人
旅
行
は
欷
訪
日
団

体
ツ
ア
欟
が
一
部
再
開
さ
れ

た
が
欷
依
然
原
発
事
故
の
影

響
を
受
け
前
年
の
４
割
程
度

の
取
扱
額
に
と
ど
ま
檸
た
盜

取
り
扱
い
熈
社
中
前
年
を
超

え
た
の
は
４
社
だ
檸
た
盜

　
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン
ド
の
取

り
扱
い
状
況
は
欷
総
取
扱
額

が
前
年
同
月
比
烟
・
１
％
減

の
９
６
１
億
８

９
７
５
万
円
盜

内
訳
は
欷
国
内

旅
行
が
同
烽
・

０
％
減
の
５
０

９
億
７
７
８
１

万
円
欷
海
外
旅

行
が
同
炒
・
３

％
減
の
４
５
１

億
４
２
１
１
万

円
欷
外
国
人
旅

行
が
同
犢
・
６

％
減
の
６
９
８

３
万
円
盜
取
り

扱
い
人
数
は
欷

国
内
旅
行
が
同

烽
・
０
％
減
の

２
０
８
万
４
０

２
７
人
欷
海
外
旅
行
が
同
炳

・
８
％
減
の
烝
万
９
３
１
８

人
欷
外
国
人
旅
行
が
同
犇
・

０
％
減
の
３
７
４
３
人
で
欷

総
計
は
同
焉
・
７
％
減
の
２

３
３
万
７
０
８
８
人
だ
檸

た
盜

　
◎
歙
旅
館
・

ホ
テ
ル
欷
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
欷
観

光
施
設
欷
バ
ス

会
社
な
ど
２
４

８
９
会
員
が
加
盟
す
る
ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ

ズ
ム
パ
欟
ト
ナ
欟
ズ
会
の
事
務
局
長
に

こ
の
５
月
欷
就
任
し
た
盜
瀚
年
の
発
足

時
か
ら
事
務
局
長
を
務
め
た
小
笠
原
護

地
域
交
流
部
長
に
次
ぐ
第
２
代
盜
同
氏

が
兼
務
し
て
い
た
事
務
局
長
を
欷
高
橋

氏
歉
地
域
交
流
部
業
務
推
進
部
長
歐
が

任
さ
れ
た
盜

　
◎
歙
旅
が
好
き
盜
欹
テ
レ
ビ
番
組

歡
兼
高
か
お
る
世
界
の
旅
歸
を
見
て
旅
に

あ
こ
が
れ
欷
親
友
と
一
緒
に歡
大
阪
万

博
歸
も
経
験
し
た
飮
盜
牋
年
欷
新
潟
県

魚
沼
市
の
高
校
を
卒
業
後
欷
近
畿
日
本

ツ
欟
リ
ス
ト
に
入
社
盜
新
宿
団
体
営
業

所
を
皮
切
り
に
四
谷
営
業
所
欷
八
重
洲

支
店
欷
日
比
谷
支
店
な
ど
で
主
に
組
織

団
体
欷
イ
ン
セ

ン
テ
檪
ブ

団

体
欷
ス
ポ
欟
ツ

交
流
団
体
を
担

当
盜
欹
お
か
げ

さ
ま
で
海
外
添
乗
回
数
は
た
ぶ
ん
４
０

０
回
く
ら
い
飮歉
笑
歐盜
吉
祥
寺
支
店
長

時
代
は
ロ
欟
タ
リ
欟
ク
ラ
ブ
欷
商
工
会
欷

商
店
会
連
合
会
な
ど
で
欹
地
域
密
着
営

業
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
飮
盜
八
王
子
支

店
長
欷
池
袋
支
店
長
を
経
て
ク
ラ
ブ
ツ

欟
リ
ズ
ム
に
転
籍
盜

　
◎
歙
高
校
時
代
は

競
技
ス
キ
欟
を
や
檸

て
い
た
が
欷
現
在
の

趣
味
は
社
会
人
に
な

檸
て
か
ら
熄
年
間
続

け
て
い
る
テ
ニ
ス
盜

地
元
埼
玉
県
鴻
巣
市

の
市
民
大
会
で
は
数
回
の
準
優
勝
盜
か

つ
て
は
ダ
ブ
ル
ス
で
県
大
会
の
常
連
と

い
う
腕
前
盜
欹
休
日
は
ま
ず
１
日
中
コ

欟
ト
に
い
る
飮歉
笑
歐盜

　
◎
歙
爍
歳
盜
夫
人
欷
煥
歳
の
長
男
欷

焜
歳
の
長
女
の
４
人
暮
ら
し
盜
新
潟
出

身
で
欷
さ
ぞ
日
本
酒
好
き
か
と
思
い
き

や
欹
子
供
の
こ
ろ
に
飲
ま
さ
れ
て
目
が

回
檸
て
以
来
苦
手
盜
も
檸
ぱ
ら
ビ
欟
ル

党
で
す
飮盜
　歇
聞
き
手
・
江
口
英
一
歃


